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あたたかさあふれる都政に。

 

清瀬市議会議員（6期）

世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス。多くの尊い命が失われ、地域経済にも深刻な影響を与え続けています。
まずは、検査体制や保健所機能の強化、医療提供体制の拡充、ワクチン接種等に全力を挙げると共に、長引くコロナ禍
から、失業・倒産などの経済的打撃を最小限に食い止め、皆様の命とくらし、雇用と地域経済を絶対に守っていかな
ければなりません。

　私、渋谷のぶゆきは、皆様の声に耳を傾け、その声を都政に反映させ、一日も早く普通のくらしを取り戻し、
この清瀬市・東久留米市のさらなる発展につなげるために、これからも精一杯汗を流し続けて参ります。

渋谷のぶゆき

渋谷のぶゆき

命とくらしを守り抜く全力投球

すべての市民の皆様に寄り添い、皆様の命とくらし、財産、雇用を
守り抜く都政をめざします。農業・商工業の振興を通じ地域経済を
守り、発展へとつなげます。

子育て・働く女性を応援します全力投球

子どもたちは地域の財産です。人口減少と少子高齢化が進む中、未来
を担う子どもたちへの環境づくり、そして、それを支えるための保育
サービスや子育て支援の拡充・強化、様々なライフステージに応じて働
ける、働き方改革、ワークライフバランスの推進が重要です。若い世代
の方々がこの地域に住みたくなるまちづくりをめざします。

夢と希望、生きがいの持てる社会に全力投球

オリンピック・パラリンピックを契機に、スポーツ、生涯学習の推進等、将来への夢や
希望、生きがいを持ち続けられる社会の実現をめざします。

「三多摩格差の是正・解消」で魅力あるまちづくり全力投球

医療、福祉、教育、インフラ整備等、「三多摩格差」の是正・解消をめざし、清瀬市、
東久留米市が未来の東京の宝となる、魅力あるまちづくりをめざします。

安心・安全なまちづくり全力投球

防災機能を持つ六仙公園の整備、所沢街道の拡幅・歩道整備、都道新東京所沢線
の整備を促進します。東久留米駅・清瀬駅・秋津駅の周辺整備とホームドア設置等、
安全対策や様々な防犯対策を推進します。災害に強い都営大江戸線の延伸に取り
組みます。

デジタル化で先進的で
効率的な行政に

全力投球

行政の事務に時間がかかりすぎると指摘されます。それは、行政のデジタル化が
遅れていることも原因の一つです。行政のデジタル化を推進し、皆様のご要望に
迅速に対応する先進的な行政をめざすとともに、あらゆる無駄を省き一層の行財
政改革を推進します。

くらし満足度の向上全力投球

皆様が、このまちに生まれ、育ち、学び、働き、住んで、本当
に良かったと実感でき、利便性に富み、活力と魅力あふれる
まちづくりをめざします。

あたたかさあふれる未来を
築くために渋谷のぶゆき 　つの7 全力投球

少子高齢化、人口減少が一層進むといわれる中、まちが停滞・衰退することなくこれからも
発展するためには、地場産業を振興し、道路の拡幅・歩道の設置等のインフラ整備や、空き家・
空き店舗を減らし、テレワークしやすい環境づくり等を推進していかなければなりません。
私は人が集い、魅力と賑わい、活力あふれるまちづくりをめざします。

政治家の仕事は何よりも市民の声を、正確かつ確実に行政に届ける
ことだと思います。私は市民の皆様の声に耳を傾け、一人ひとりの
声を都政に届け、政策に反映させて参ります。皆様のご意見・ご要望
をぜひお聴かせください。

まちの未来のために 市民の声を都政に届ける

地域の発展のために共に活動する渋谷のぶゆきさんをご紹介します
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あ
り
ま
す
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炭
素
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源
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再
生
エ
ネ
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子
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発
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中
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な
り
ま
す

が
、中
で
も
、太
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光
発
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上
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力
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必
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。

　
こ
の
う
ち
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陽
光
発
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つ
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て
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け
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で
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い
話
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
へ
の
設
置
推
進
が
不

可
欠
で
す
。現
状
、太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
生
産
は
中
国
に

握
ら
れ
て
い
ま
す
が
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よ
り
薄
く
、
軽
く
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伸
縮
可
能
で

　
発
電
効
率
の
よ
い
高
機
能
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ

い
て
、日
本
の
技
術
力
で
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、

　
今
で
も
鮮
明
に
あ
の
日
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
12
月
12
日
、
私
は
パ
リ
郊
外
に
て
開
催
さ
れ
た
第
21
回
気
候
変
動

枠
組
条
約
締
結
国
会
議
（
C
O
P
21
）
に
日
本
政
府
代
表
と
し
て
出
席
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
パ
リ
協
定
に
世
界
が
合
意
す
る
瞬
間
に
立
ち
会
い
ま
し

た
。
交
渉
は
、
先
進
国
と
途
上
国
、
ま
た
先
進
国
の
間
で
も
利
害
が
対
立
し
、
連
日

深
夜
に
及
ぶ
も
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
6
年
弱
、
我
が
国
は
、
先
の
環
境
サ
ミ
ッ
ト
に

て
、
2
0
3
0
年
に
CO2
排
出
量
46
％
削
減
を
宣
言
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　
京
都
議
定
書
以
来
、
地
球
環
境
問
題
で
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
日
本
で
す
が
、
2
0
3
0
年
46
％
削
減
目
標
は

極
め
て
野
心
的
な
目
標
で
す
。
島
国
の
我
が
国
は
、
欧
州

各
国
と
異
な
り
電
力
の
融
通
が
で
き
ず
、
国
土
も
平
地
が

少
な
い
な
ど
、
困
難
な
条
件
を
数
え
た
ら
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
3
つ
あ
り
ま
す
。
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